
  有機肥料を使ってみませんか？ 
  
化学肥料の価格高騰に際して、町ではたい肥や植物由来の有機肥料などの活用を応援します。 

下記の肥料購入の半額を町が助成しますので、この機会に有機肥料をぜひお試しください！ 

 

■対象となる肥料 （佐用町内で生産されている肥料） 

        

            ちゃがらちゃん                発酵牛糞        バーク堆肥 

   通常価格 1,100 円       通常価格 260 円  通常価格 260 円 
    今回特別価格 880 円        近畿農産資材株式会社（B・C 共） 
   株式会社ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ｸﾞﾘｰﾝ 

■対象のかた 
   町内に住所を有するかたが、町内で使用する場合。（家庭菜園や花壇での使用も可） 
■申請から購入まで 
  「申請書」に   農林振興課   審査後     販売店に     助成券と現金を 

必要事項記入 ⇒  へ提出  ⇒ 助成券郵送 ⇒ 購入予約の連絡 ⇒ 持参し、購入 
■申請書に記入方法 
  「住所」「氏名」「連絡先」のほか、使用される「肥料の種類」「作物名」「使用場所の面積」を 
  記入してください。（「野菜」などではなく、具体的に「キュウリ」「トマト」など記入） 
■申請期間 
  令和 7 年９月１日（月）～令和７年 12 月 26 日（金）の間ですが 

先着順とし、予算上限に達し次第受付を終了します。（申請は一人１回に限ります） 
■購入時期（助成券使用期限） 
  令和７年９月中旬（助成券発送から）～令和８年 1 月 30 日（金） 
■販売店舗および連絡先 
 

肥料 事業者および店舗名 電話 販売場所 営業日 営業時間 
A 株式会社ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ･ｸﾞﾘｰﾝ 

ちゃがらちゃんｸﾞﾘｰﾝｼｮｯﾌﾟ 
(0790) 
82-4800 

佐用 3344 
（佐用坂） 

月～土 ９時～16 時 

B 
C 

近畿農産資材株式会社 
本社・佐用工場 

(0790) 
82-3862 

山脇 1129 
(旅館壱本松川向かい) 

月～金 8 時～12 時 
13 時～16 時 

 
■その他注意事項 
 対象となる肥料の種類と購入数量には使用する作物や面積等により制限があります。 
 また、各肥料の販売数量には限りがある場合がございますので、お早めに申請下さい。【裏面へ】 

 
 問い合わせ・申込は・・・佐用町農林振興課農林水産振興室 電話：0790-82-0667 

 



 
■対象肥料の成分と価格について 
 

肥
料
の
種
類 

肥料名 成分表 面積あたり 

の 

購入限度量 

販売価格 

（１袋） 

通常時売価 

 

 

助成率 

 

 

購入額 
窒素 

全量 

（％） 

りん酸 

全量 

（％） 

カリ 

全量 

（％） 

炭素 

窒素比 

(C/N 比） 

A ちゃがらちゃん 6.79 1.05 1.01 6.7 3 袋/a 1,100 円 

 今回特価 880 円 
1/2  

440 円 

B 発酵牛糞 2.15 2.70 2.66 15.0 10 袋/a 260 円 130 円 

C バーク堆肥 0.6 0.85 0.58 25.0 10 袋/a 260 円 130 円 

 
■作物毎の施用目安量や施用時期について【10a は１反、１a は１畝(100 ㎡)と換算してください】 

 

※1 30 袋：ナス、トマト、キュウリ、ピーマン、ハクサイ（秋どり）、カリフラワー、きく（夏～秋ぎく）、新テッポウユリ  

   22 袋：ハクサイ（冬どり）、キャベツ、ブロッコリー、スイートコーン  20 袋：きく（秋ぎく）  18 袋：さやいんげん 

    7 袋：タマネギ、さやえんどう    5 袋：ばら 

※2 15 袋：普通うんしゅう（7 年生以降、基肥 2 月下旬）、マスカット・ベリーA（10 年生以降、基肥 12 月～1 月） 

   12 袋：早生うんしゅう（7 年生以降、基肥 2 月下旬）    7～9 袋：ピオーネ等大粒系品種（10 年生以降、基肥 12 月～1 月） 

圃場の状況により、ご自身で肥料設計の上、必要量をお申し込みください。 

「申込書」は記入例をご覧いただき、農林振興課または各支所・出張所まで。（FAX 可） 

 

 

 

 

 

作物 

種別 

肥料 

番号 

施用量 
施用時期 化学肥料の施用量 

(10a 当たり) 

水
稲 

B 
100 袋 秋すき時 

基肥は基準通り施用。分げつ肥は施用せず、穂肥は生育診断により調整 
2 月以降に使用する場合は、本肥は施用せず、葉色を注視しながら追肥を施用 

C 

大
豆 

B 
100 袋 植付け 1 週間前まで 基肥は基準通り施用 

C 

野
菜
・
花
き
(
一
作
) 

A 
5 袋～30 袋 

※１ 
基肥として施用 基肥以外の肥料については、栽培暦に基づいて施用 

B 
70 袋～100 袋 植付け 1 週間前まで 

露地栽培では基準通り施用 

ハウス栽培では濃度障害の恐れがあるため、施肥量を調節 
C 

果
樹 

A 
7 袋～15 袋 

※２ 
基肥として施用※２ 基肥以外の肥料については、栽培暦に基づいて施用 

B 

100 袋 
落葉果樹には秋から冬にかけて施用 

常緑果樹には、3 月頃に施用 
ぶどうでは堆肥の過剰施用による花振いを生じる恐れがあるので注意 

C 


